
報告･その他

1)岩本光雄(1984):ニホンザルの二足歩行

- とくに幸畠での事例について.総合研究

｢ロコモーションの個体発達と系統発達に関

する総合的研究｣,報告香,41-44.

2)木村 賢(1984):霊長規四肢骨の力学的形

状.同上,7-14.

3)渡辺 毅(1984):南米のサルの起原と系統.

海外学術調査コロキアム･シンポジウム｢南

半球の生物科学｣海外技術調査に関する総合

調査研究班,143-147.(南半球の嘱乳動物

相の成立史 ;瀬戸口烈司へのコメント)

4)毛利俊堆(1983):ホエザルのコメカミ-

そのプテリオンについて- .モンキー,m

188,16-19.

5)Mouri,T.(1984):A morphologicalana･
lysisofthepterioningenusAlouaEta.

KyotoUniversityOverseasResearchRe･

portsofNew WorldMonkeysN,29-34.

6) Mouri,T.(1984):AnalisisnorfologiCo

delpterionenlageneroAlouLZLb.Kyoto

UniversityOverseasResearcllReports

oENewWorldMonkeysⅣ,35-37.

学会発表

1)毛利俊雄 :ホテザルのプテ1)オン.第88回解

剖学会総会(1983)- 紀事 :解剖誌,58(4)

:430,1983.

2)岩本光椎,渡辺 毅,浜田 扱:こホンザル

における永久歯の所出年令.第37回日本人栴

･民族学会連合大会(1983).

3)浜田 稜,岩本光雄,渡辺 毅 :幸島ニホン

ザルの形態特徴.同上.

4)班辺 毅,浜田 稜.岩本光雄 :ニホンザル

における身体形質の変異.同上.

5)木村 fS:サル四肢骨の断面形状について.

同上.

6)毛利俊雄 :本州西部中･後晩期縄文時代人の

頭蓋非計測変異.同上.

7)森山恭子 :酵素活性からみたニホンザル四肢

筋の機能分化.同上第11回キネシオロジー分

科会(1983).

8)木村 賛:サル四足歩行の特徴について.罪

28回プ1)マーテス研究会(1984).

9)渡辺 毅,浜田 稜,岩本光雄 :下北半島の
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ニホンザルの形質特徴- 生体計測からの分

析 - .同上.

神経生理研究部門

久保田競･松波謙一･三上孝允･松村道一

研究概要

1)学習課題の成立と前頭前野ニューロンの

関与

久保田競･三上苛允

ゴー･ノーゴー課題を学習していく過程で前頭

前野ニューロン活動がどのように変わっていくか｡

ナイーブな状態では光刺激に応じるニューロンは

存在しないし,ゴーに先行するものも存在しない｡

学習成立に伴っておころ変化を追求し,学習成立

における前頭前野の役割を明らかにする｡

2)前頭前野から尾状核への投射様式について

久保田競 ･有田田夫

脳梁切断したサルの尾状核へ,直視下でHRP

を注入し,前頭前野から投射するニューロンの性

質,トポグラフィー関係を明らかにする｡前頭前

野の特徴である煩粒眉のニューロンが投射してい
ることがわかったので,それらの持つ性Tfをより

細かに調べる｡ヒヒとアカゲザルで比較し.ヒト

化へ向かっての変化を前頭前野で明らかにする｡

3)前頭前野の皮質層による機能分化の研究

久保田競･松村道一･沢口俊之

無麻酔ザルの前頭前野に多連微小炭素†正極を刺

入して,種々の神経伝達物質に対するニューロン

の感受性及び応答性の変化を調べ,これらのニュ

ーロンの皮質内層分布に特異差が見られるかどう

かを解析する｡また,学習行動の課退遂行に関与

するニューロンの伝達物質と眉関係を解析する｡

4)大脳両半球の協調作用,特に脳梁にBgする

研究

松波謙一

ttWhytwobrainsandonemind?" こう

言われるように,大脳は左右の両半球より構成さ

れるが,我々は心が2つあるとは意識しない｡こ

の左右の大脳の鋤きを統合して,1つの捕神活動

とする機構は何なのであろう? その1つの可能

性として,左右の両半球を連絡する脳梁線維の存

在が挙げられている｡先に,孜々は運動野ニュー

ロンが脳梁を介しての左右の協調運動に働いてい



る可能性を示した｡そこで更に,迎合野において

脳梁の役割を明らかにすべく,まず前i175迎合野に

ついての実験を始めたところである｡

5)放射性デオキシグルコース脳内取り込みm

の定_Tn的耶折

松波誹一･景山節･松村iEI一

従来.我々は遅延反応を学習させたサルを快い,

この課題遂行中に2-デオキシーd-グルコース

(2-DG)が脳内のどの部位に取り込まれるか

を定性的に見てきた｡ところが,59年度より,料

学研究費より,マイクロ･フォトメータ(サクラ,

PDS-15)が購入可能となったので,その定塁

化を行う予定である｡

6)運動野の単シナプス回路網と随意運動のコ

ントロール機構について

松村辺一･沢口俊之･久保田競

撫麻酔ザルの運動野に2本の微小悶極を刺入し

随意運動を行わせている間にニューロン活動をそ

れぞれ記録する｡スパイクトリガー加罪法により

2つのニューロン問の単シナプス性結合を明らか

にし,運動野ニューロンの活動パターン変化が随

意運動の発現をどのようにコントロールしている

のかを解析する｡

総 説

1)久保田茂(1983):人間と動物一神経生理学

的視点より,新医科学大系那1巻A.167-

192,中山-D店｡

2)久保田競(1983):運動･行動の生理的機fftri

-サルの前頭前野の機能について,醗床理学

摂法,邦10巻邦2号.106-113｡

3)KisouKubota(1983):Singleneuron

activitiesofthedorsolateralprefrontal

cortexinvisuallyguidedpurposeful

handmovements.In:AnimalBefはvior

¢d.KiyoshiAokietal.),175-186,Ja･

panScientificSocietiesPress.

4)久保田競(1984):前頭前野と随意運動.神

経研究の進歩,第28巻郡1号,103-111,医

学否院｡

5)久保田競(1984):随意n!動メカニズムの特

卿 こあたって.神耗研究の進歩･,耶28巻耶l
号,3-6,医学fTD院｡

6)松波誠一(1984):皮TI経由の反射と随意運

動.神経研死の進捗,那28巻荊1号,47-57,
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医学か院｡

輪 文

I)Matsunami,K.andKubota,K.(1983):

Radioacitvedeoxyglucoscuptakeintothe

prefrontalcortexduringadelayedres･

ponsetaskoEthemonkey.Neurosct'.

LeLE.,36:329-333.

2)Matsunam i,K.andHamada,I.(1983):

Activitiesofsingleprecentralneurons

oftllemonkeyduringdifferenttasksof

forelimbmovements.Jpn.J.PhysfoL,

33:309-32乙

3)Liu,J.L.mdKubota,K.(1983):Acti･

vationsolmonkeyprefrontalneurons

priortoleverreleaseforpainavoidance.

Neuroscl'.LetE.SubPl.,13.138.

4)Matsumura,M.andKubota,K.･(1983):
Intracorticaldistributionofneurons

sendingmono-synapticterminalsonto

PyramidalTractNeurons(PTNs)inthe

primatecortex.Neurosci.Left.Suppl.,
13,88.

5)Funahashi,S.(1983):Responsesofmon･

keyprefrontalneuronsduringavisual

trackingtaskreinforcedbysubstantia

innominataself-stimulation.BrainRe･

search,276:267-276.

6)Arikuni,T.,Sakai,M.mdKubota,K.(1

983):Columnaraggregationofprefron-

talandanteriorcingulatecorticalcells

projectingtothethalamicmediodorsal

nucleusinthemonkey.J.comb.Neu･

rol.,220:1161125.

7)Matsunami,K.andHamada,I.(1983):
Characteristicsofipsilateralmovement-

relatedneuronsinthemotorcortexof

themonkey(MacacaMulatta).Annales

ゐsSciencesNaturelles,Zoologie,5:
117-124.

学会発表

1)Kubota,K.,Ham,X.W.andLiu,J.L.(19

83):Acupunctureandsuppressionof

pain-inducedneuronalactivitiesinthe



prefrontalcortexofperformingmonkeys.

AbstractsofInvitedLectures,Symposia

andPosterPresentationsIndexesxxⅨth

Congress,Proceedingsofthelnternatio-

nalUnionofPhysiologicalSciences,Ⅵ)1.

XV,520.07,p.445.
2)Matsunami,氏.(1983):Radioactivedeo-

Ⅹyglucoseuptakeinto血emonkeymotor

00rtexduring00ntrdledforelimbmove一一

ments.AbstractsofInvitedLectures,

SymposiaandPosterPresentationslnde･

XesxⅨthCongress,Proceedingsofthe

lnternationalUnionofPhysiological

Scicnces,Vol.XV,370.03,p.293.

8)Matsunami ,K.(1983):Unitactivityof

thepontinenucleusinbehavingmonkeys･

The60thAnnualMeetingQfthePhysiol

logiCalSocietyofJapaLn,J.Physiol･Soc･

JaL}aTh45,p･434･

4)初口俊之･松村道一･久保田競(1983):サ

ル前i175前野におけるアセチルコリン,ノルア

ドレナ･)ンおよびドーパミン感受性ニューロ

ンの屑分布,第30回生理学中部談話会予稿集,

p.22.

5)Matsumura,M･andKubota,K.(1983):

Spatialdistributionofneuronswi血mo一

mosynaptlCInputstOadjacentneurons

inthCprimtemotorcortex.Neurosci･

Abs.,Vol.9,p.492.

6)有田田夫･久保田競(1984):サルによる前

玖前野一尾状核投射のHRP法によろ研究,
邦7回神経科学学術集会予稿集,p･93.
7)松村道一･沢口俊之･久保田競(1984):サ
ル大脳皮質運動野ニューロン間の単シナプス

性結合における入力の収束と出力の発散につ

いて,第7回神経科学学術集会予稿集,p.

81.

8)松波謙一(1984):運動遂行に伴なう上肢筋

および下肢筋への放射性2-DGの取り込み,

第7回神経科学学術集会予稿私 p.113.

心理研究部 門

室伏靖子･浅野俊夫･小嶋祥二･松沢哲郎

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析

室伏靖子 ･浅野俊夫 ･小嶋祥三･松沢哲郎

チンパンジーまたはヒトの動く画像を図形語に

よって記述する場合の,主体と客体の関係および

話者の視点の効果についての分析を試みる｡

2)チンパンジーの自己認識に関する実験的研

究

室伏靖子･浅野俊夫 ･小嶋祥三 ･松沢哲郎

鏡にうつろ自分の像に対する反応から推定され

るチンパンジーの感覚･知覚的自己認知を.自他

の社会的認知の成立という観点から実験的に解明

する｡実験は次の段階を追って進行中である｡1)

個体名とその身体部位の名前の獲得,2)種と性

による個体の記述,3)代名詞,わたし,あなた,

彼,彼女の導入｡

3)チンパンジーにおける数の概念の形成l)

室伏靖子･浅野俊夫 ･板合昭二

チンパンジーに数の体系がどこまで理解できる

かについては未だ明らかでない｡その節一段階と

して.ビデオ画面にランダム･パタンであらわれ

る点(直径1.5cm)の数に,系列的なキー押し反

応をマッチさせる学習が訓練される｡現在,点の

数は4個まで進行中｡

4)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント

行動の接待と伝播

浅野俊夫

本研究所の放飼場の若桜群を対象にして,パネ

ルを押すと大豆等の食物が入手できるという新し

い行動を集団場面での条件づけによって形成し,

伝播する様子を観察した｡今後はパネル押しより

も一層むずかしいゴルフボールを拾って交換台に

入れ.大豆を入手するという集団場面におけるト

ークン使用の伝播を分析する｡

5)オペラント強化の性質に関する実験的研究

浅野俊夫

主としてニホンザルの摂食行動をとり上げ.･摂

1)本吉良治･山田恒夫(京大文学部,58*度共

同利用研究員)との共同研究｡

2)昭和58年度研修員｡
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